













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同級生厘学年 同校先y 同校後y 他校生　その他 ひとりで　　仲間
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人　男 人 ％羽 人　　％ 人i％ 人1％ 刈％小学・年1・1…1・・・1・臣・・ …　1・「…　1・・・i1・・
小学・年　22・・1・・・51…　2・・122・・回・・・…
小学・年　・…1…　131…1・i…　i・・31・・…
中学1年221…！・・3431・・471・・5・・【9n・1・1・・
中学・年12・1…6・・1189…171・1221・・123「・・1241・・
中学・年1・741…1・11・113945・・134・7631・767・・129・・
高校1年 11・1…1・11・・1148！…121・・129・・1・3621…
高校・年1131…110．31390．417　　4，922・・「141・155i1・・
高校3年 ・・1・・82・・11・23・27・・121113 ・・14511・・
一　108　一
　怠学生徒に対する親の注意は，「休まないように」というものが全学年を
通じて高い数値を示しているが，高校生に対しては若干低くなっている。
「進学・進級が出来なくなる」という注意は，とくに中学2，3年生で高率
を示している。この辺に怠学と進学との関係が窺われる。怠学を知っていて
も，親が「何も言わない」というのは，とくに小学6年と中学生に多い。親
が子どもの怠学を知っていながら，何も言わないというのは，一つには親の
・子どもの教育に対する無責任さから来るものと考えることが出来るが，さら
には思春期の子どもに対して，どのように指導すべきかについて親が若干迷
っているとも考えられるのである。高校は義務教育終了後に志望するものが
進む学校であるから，「嫌なら，学校に行かなくてもよい」とか「学校に行
かなけれぽ，職について働け」という注意の仕方は，高校生の親によく見ら
れるところである。しかし，この注意には，怠学生徒の悩みや迷いを理解し
ようという態度が見られないために，注意が効力を発揮するよりも，かえっ
て反発を招くおそれもあるから，注意を要する。
　22－2　怠学についての生徒の考え
　補導された怠学生徒に対して，怠学していることについてどう考えている
かを問うたところ，その回答結果はつぎのようである。
怠学についての生徒の考え（複数回答）
撒（人）陣分比（％）
退学もかまわない 211 7．8
友だちがよけれぽ学校に行く 94 3．5
先生がよけれぽ学校に行く 229 8．5
家族の人がよけれぽ学校に行く 94 3．5
これから学校に行くつもり 912 33．8
わからない 545 20．2
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　これによると，怠学をやめて，学校に行くつもりの生徒は33．8％であっ
て，その他の生徒は条件つきであったり，，はっきりした考えを持っていない。
なかには「退学させられてもかまわない」という生徒（7．8％）もいる。こ
の怠学についての生徒の考えを学校・学年別に見ると，つぎのようである。
怠学についての生徒の考え一学校・学年別一
??????? ???
退学でも
よい
人1％
友達がよ
ければ学
校に行く
人　　％
??????
人1％
家の人がよ
ければ学校
に行
人1％
くこれか
ら学校に
行く
人・P％
わからな
い
人陽
小学・剣・1・　…1・1　・…1・1…21…1・1・・…1・…
小学・年【・1…1…122…1・【…41…　41・…
小学・年1・1・・「・1　13・・1・8・・1・1・3・・71・3…11・1・…
中学・伺・i6・・1・15・・「・1・…1・［8・・13gl・4・812「・3・・
中学・年・・　17・・1・・14・・i・・｝・1・・1351　・…1・341・…1・・1…5
中学・年1771…1・・5・・1・・1・2・・92gl…1　2S71　39・・［21ii…2
高校1年1　s7　1　・4…814・・132・・gl2・・1・4・1・6・・188「・2・・
高校・年329・351・51236・・1・IL・1…i・5・・16gl…
高校・年1134・・1・i2・32・19・・1・「…1321・4・・1・・1…1
　この調査結果を見ると，「追学させられてもかまわない」とする生徒は，
中学3年，高校1年で高く，補導されて素直に「これから学校に行く」と答
えた生徒も，中学3年，高校1年では低い。この意味では，中学3年，高校
1年は怠学を改めさせるには一番難かしい年頃であるということが出来る。
「わからない」と答えた生徒も，中学2年，3年に多いが，これは彼らが怠
学を直ちに改めるには若干ちゅうちょする気持を持っていることを示してお
り，しかも特定の条件が提示出来るほど，その抵抗感が明確に出来ないとい
う迷いを持っていることを窺わせる。
　そこで怠学について最も多くの問題を抱えている中学生の怠学についての
考えを調査した。その結果は，つぎのとおりである。
一11Q一
怠学についての生徒の考え一中学生一（複数回答）
怠学につい
　ての考え 退学もかまわない
?????? 先生がよ
ければ学
校に行く
学年　　人r・Im人
家族がよ
ければ学
校に行く
??????
わから
ない
％人i％下人1％
中学1年男子1・4．・1・18・・レ1・1・・1・1…i・・1　49・・i・1118・・
中学・年好1321．41・1・・1・1　・4・・i1刺・【・…iil　・・，
中学2年男子・58・・｝・14・・126114・・1131nl9551・64612s・・
中学・年女子1・i・・11　716・3131・・1221・9・・i・・1・2・・1・・1・6・・
中学糊子13gl9・・［2616・44gl・2・lll・12・・團45・・1　・2sl3i・・
中学・年女子1・・14．・1・11　・．・1・・1・z・11・［7・・i9・1…11・・132・・
　中学生の退学についての考えで，注目されるのは，「退学させられてもか
まわないとする生徒は，中男子を除き，全体平均より高い数値を示しており，
とくに女子中学生が高い数値を示している。「これから学校に行くつもり」
と答えた生徒も，中2女子は最低であり，逆に「わからない」と答えた生徒
のうち，中2女子は最高を示している。学校に行く条件として「友達」「教
師」「家族」が提示されたが，このうち，彼らがとくにこだわったというも
のは少ないが，そのなかで，中2女子が「教師」や「家族」にこだわってい
ることが窺われた。
附　怠学少年の指導に関する二，三の提案
　1）　家庭教育の充実・徹底
　以上の調査結果からわかるように，怠学は少年を取り巻く人間関係の冷た
さに最大の原因があるのであるから，まず暖かい家庭環境をつくることが大
切であり，そのためには両親が子どもを本気で愛することであり，その愛情
をうまく子どもに伝えることである。
暖かい愛情に包まれた子どもからは怠学生徒は出てこないのである。また
両親は子どもとの触れ合いを密にして日常的な話し合い通じて子どもの気持
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ちや考え方をよく理解しておくことが必要である。急激に変動する現代社会
では子どもの意識も感情も常に変化しているから自分は子どものことをよく
知っているという先入観を捨てて毎日の子どもの言動や生活態度から子ども
を理解するようにしたい。
　2）　学校教育における生徒指導の徹底
　教師の指導態度にも改めるべき点が少なくないようである。とくに怠学生
に対する指導において早期に生徒と徹底的に話しあうとともに両親にも直ち
に連絡して注意を喚起し協力を求めるべきである。さらに教師は生徒の理解
について独善に陥ることのないよう常に変化する青少年の意識と心情につい
ての理解を深めるよう努めることが望ましい。
　3）　よくわかる授業の充実
　授業がわからないために怠学する生徒も少なくないことを考えると授業の
充実改善にもより一層の努力が期待される。中学生の時期は知的な事柄に対
して興味をもつ時期であるから，わかる授業をすれば生徒は興味を感じて学
校を休むことはしなくなるはずである。そのためには授業技術の向上に努め
るべきであろう。
　4）　生徒の怠学行動に関する情報の蒐集に努める
　少年の怠学行動は表面的な行動だけで理解すると誤解することが多いので，
怠学行動についての情報を充分に集めて正しい理解を持って指導することが
必要である。例えば，成人の目に触れる怠学行動は盛り場で遊ぶ姿であるが，
調査では怠学の場所は個人の家が一番多く使用されているのである。また少
年の怠学行動は表面に出る以前に少年を取り巻く人間関係に問題があること
も明らかになった。怠学行動も単独型と集団型では指導上の対策を違えなけ
れぽならないことが判った。怠学の学年別・学校別の推移が明らかになった
ことにより，怠学の指導は早期になされることが重要であることも判明した。
このように今後も怠学行動についての情報を一層蒐集することが望ましい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学教授・くぼた　のぶゆき）
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